
　

廃
棄
物
問
題
は
、
家
庭
内
外
の
清
潔
の
保
持
と
い

う
個
人
の
衛
生
レ
ベ
ル
か
ら
始
ま
り
地
域
社
会
に
お

け
る
生
活
環
境
向
上
を
目
指
す
公
衆
衛
生
の
確
保

へ
、
さ
ら
に
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
国
全
体
の
関
心

事
に
な
り
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
認
識
の
高
ま
り
と

と
も
に
現
在
は
世
界
的
な
課
題
と
と
ら
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

当
組
合
（
セ
ン
タ
ー
）
の
従
来
の
廃
棄
物
処
理
施

設
（
焼
却
施
設
）
は
、
生
活
環
境
に
お
け
る
衛
生
水

準
の
確
保
を
主
眼
と
し
た
単
に
燃
や
し
て
埋
め
る
処

理
の
方
法
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
多
様
化

複
雑
化
し
た
大
量
の
ご
み
処
分
に
伴
う
環
境
負
荷
の

軽
減
や
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
へ
の
社
会
的

要
請
が
高
ま
る
な
か
、
廃
棄
物
（
ご
み
）
に
つ
い
て

排
出
抑
制
に
努
め
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
は
極
力

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

は
焼
却
処
理
等
を
行
う
が
、
そ
の
処
理
に
あ
た
っ
て

は
積
極
的
に
熱
回
収
（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）
を

図
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
度
建
設
し
た
「
ご
み
焼
却
施
設
」（
ク
リ
エ
イ

ト
）
は
本
組
合
に
あ
っ
た
三
施
設
（
千
代
田
、
長
井
、

小
国
事
業
所
）
と
も
築
後
二
十
年
を
経
過
し
設
備
機

器
の
老
朽
化
や
ご
み
質
の
変
化
等
に
よ
る
公
害
対

策
、
処
理
量
の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
に
は
既
設
の

改
修
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
三
施
設
を
統
合
し

整
備
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

施
設
の
建
設
計
画
に
あ
た
り
廃
棄
物
処
理
施
設
は

い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
住
民
意

識
の
高
ま
り
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
新
し
い
環
境
リ

ス
ク
に
対
す
る
不
安
感
や
不
信
感
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
処
理
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
が
得
ら

れ
る
「
安
全
で
安
心
で
き
る
処
理
施
設
」
に
し
た
い

と
考
え
た
。
ま
た
、
こ
の
置
賜
地
域
は
、
豊
か
な
緑
、

き
れ
い
な
水
、
澄
ん
だ
空
気
な
ど
豊
か
で
美
し
い
自

然
に
囲
ま
れ
た
住
み
よ
い
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
は
何

も
の
に
も
代
え
難
い
財
産
で
あ
り
、
ご
み
処
理
に

伴
っ
て
発
生
す
る
硫
黄
酸
化
物
、
塩
化
水
素
、
煤
じ

ん
、
さ
ら
に
重
金
属
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
で

自
然
を
壊
さ
な
い
「
環
境
へ
の
負
荷
の
継
続
的
低
減

を
図
れ
る
施
設
」
に
し
た
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
生
じ
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
回
収
の
効
率
向
上
を
目
指
し
た
「
循

環
型
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
施

設
」
と
い
う
三
つ
の
理
念
を
基
に
検
討
を
行
っ
た
。

　

焼
却
施
設
へ
の
不
安
感
、
不
信
感
を
与
え
て
い
る

汚
染
物
質
と
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
あ
る
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
と
は
「
有
機
塩
素
化
合
物
」
の
こ
と
で

あ
り
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ジ
オ
キ
シ
ン
と
ポ

リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
の
総
称
で
二
百
十
種
類
の

異
性
体
を
持
つ
化
合
物
群
で
あ
る
。
こ
の
物
質
は
人

類
出
現
以
前
の
太
古
か
ら
火
の
あ
る
所
に
は
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
極
微
量
で
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、
最
近
の
分

析
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
も
の
で
、
発
生
源
と
し
て
公
に
さ
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
焼
却
炉
か
ら
の
排
ガ
ス
・
集
じ
ん
灰
・
焼
却

灰
、
紙
パ
ル
プ
製
造
工
場
の
漂
白
処
理
工
程
か
ら
排

出
さ
れ
る
排
水
・
汚
泥
、
煙
草
、
自
動
車
の
排
ガ
ス

な
ど
の
燃
焼
過
程
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ほ

か
、
農
薬
製
造
工
場
、
製
鉄
プ
ラ
ン
ト
の
熱
処
理
工

程
な
ど
も
発
生
源
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
廃
棄
物

焼
却
施
設
か
ら
の
排
出
量
が
平
成
八
年
に
は
全
体
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
排
出
量
の
九
割
近
く
占
め
る
の
で
は

●　

ご
み
処
理
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な
い
か
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
当
施
設
で
は
排
出
濃

度
を
国
の
法
規
制
値（
大
気
汚
染
防
止
法
）5  ng(

   
ナ
ノ

)
T
E
Q
/m

グ
ラ
ム 
＊ 
 
 
  

3  N
0.1ngT

E
Q
/m

 

に
対
し      
 
 
  

3  N  

と
五

十
分
の
一
を
目
標
値
と
し
て
計
画
し
た
（
一
ナ
ノ
グ

ラ
ム
は
十
億
分
の
一
グ
ラ
ム
）。ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生

防
止
に
は
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
燃
焼
排
ガ
ス
に

未
燃
分
を
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
以
下
の
三
つ
の
燃
焼
条
件
が
あ

る
。

・

(T
em
perature)

燃
焼
温
度  
  
         
八
五
〇
℃
以
上

・

(T
im
e)

前
記
温
度
で
二
秒
井
助
湯
の
滞
留
時
間  
  
  
を

確
保
す
る

・
燃
焼
ガ
ス
と
燃
焼
用
空
気
の
十
分
な
混
合
攪
拌

(T
urbulence)

　
  
          

　

こ
の
よ
う
に
完
全
燃
焼
さ
れ
た
排
ガ
ス
は
八
五
〇

℃
以
上
あ
り
、
こ
の
排
ガ
ス
を
有
害
ガ
ス
除
去
装
置

な
ど
に
導
く
に
は
適
正
な
温
度
ま
で
下
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
つ

い
て
は
二
五
〇
℃

か
ら
三
五
〇
℃
の

温
度
域
に
お
い
て

再
合
成
さ
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
再
合
成

温
度
以
下
ま
で
急

速
冷
却
し
、
な
お

か
つ
排
ガ
ス
に
活

性
炭
を
吹
き
込
み

吸
着
さ
せ
、
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
に
お
い

て
ば
い
じ
ん
を
除

去
す
る
と
と
も
に

吸
着
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
捕
集
す
る
。

ま
た
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
他
の
有
害
物
質
に
つ
い
て

も
同
様
な
方
法
に
よ
り
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
で
除
去
し
て

い
る
。

　

実
際
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十
月
の
運
転
開
始
か
ら
四
回
測
定
し
た
結
果
、

0.013
0.039

ngT
E
Q
/m

一
号
炉
か
ら
三
号
炉     
〜         
 
 
  

3  N  

の
範

0.03
ngT
E
Q
/m

囲
で
平
均        
 
 
  

3  N  

だ
っ
た
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
濃
度
は
連
続
測
定
に
よ

る
常
時
監
視
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
焼
却
燃

焼
温
度
八
五
〇
℃
以
上
、　

濃
度　
　

以
下
の
完
全

Co

30
ppm

燃
焼
、
ま
た
排
ガ
ス
処
理
設
備
へ
の
入
り
口
排
ガ
ス

温
度
を
一
七
〇
℃
以
下
で
運
転
管
理
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
気
汚
染
物
質
の
低
減
を
図
る
と
と

も
に
地
球
温
暖
化
物
質
の
�
（
二
酸
化
炭
素
）
の
削

減
に
も
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
削
減
効
果
の

大
き
い
の
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
を
実
現
し

焼
却
処
理
量
全
体
の
削
減
を
図
る
こ
と
で
あ
る
が
、

焼
却
す
る
ご
み
に
対
し
て
は
、「
ご
み
発
電
」
を
行
う

こ
と
に
よ
り
化
石
燃
料
使
用
量
の
減
少
に
よ
る
�
削

減
が
期
待
で
き
る
。
当
施
設
で
の
「
ご
み
発
電
」
は
、

1,990kW

       

の
発
電
を
行
い
施
設
の
必
要
な
電
力
を
賄

う
ほ
か
、
隣
接
す
る
粗
大
ご
み
処
理
施
設
に
電
力
を

供
給
し
余
剰
電
力
に
つ
い
て
は
東
北
電
力
に
売
電
し

1,990kW

て
い
る
。 
      

の
発
電
量
は
標
準
家
庭
約
五
千

戸
分
の
電
気
を
ま
か
な
え
る
量
で
、
火
力
発
電
所
の

燃
料
で
あ
る
重
油
換
算
（
電
力
会
社
の
熱
効
率
四
○

10,000K
cal/kg

％
と
す
る
重
油
発
熱
量       
      
）
す
る
と

4,300K
l

      
 
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
�
削
減
量
と
し

13,400K
g

て       
 
が
期
待
で
き
る
。

　

施
設
の
運
転
状
況
を
み
る
と
当
施
設
の
熱
回
収

（
利
用
）
率
は
発
電
効
率
一
二
・
七
％
で
、
ご
み
一
ｔ

280K
w

当
た
り    
 

の
発
電
量
で
あ
る
。
他
に
冷
暖
房
、

給
湯
を
含
め
る
と
一
五
％
の
利
用
率
で
冬
期
間
の

Co2

Co2

Co2

11,000m

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
（       

2  

）
運
転
時
で
は

三
八
％
の
熱
利
用
率
と
な
る
。

　

一
方
、
水
に
つ
い
て
も
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
施

設
で
使
用
さ
れ
た
排
水
、
生
活
排
水
は
も
ち
ろ
ん
施

設
の
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
も
積
極
的
に
利
用
し
、
水

処
理
後
再
利
用
す
る
無
放
流
施
設
と
し
て
計
画
し
て

お
り
貴
重
な
水
資
源
を
守
り
節
水
に
寄
与
し
て
い

る
。

　

最
後
に
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
「
安

全
で
安
心
で
き
る
処
理
施
設
」、豊
か
で
美
し
い
自
然

を
守
る
「
環
境
へ
の
付
加
の
継
続
的
低
減
を
図
る
施

設
」、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
め
ざ
し
た
「
循
環
型
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
施
設
」
と
い
う

三
つ
の
理
念
に
基
づ
い
た
施
設
管
理
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

T
E
Q
:

＊  
 
 
   
毒
性
等
量
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
多
く
の
異
性
体

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
毒
性
の
強
さ
が
異
な
る
。
異
性
体
の

2,3,7,8
T
C
D
D

中
で
も
最
も
毒
性
の
強
い       

― 
 
 
 

の
毒
性
を
一
と

し
て
、
各
異
性
体
の
毒
性
を
毒
性
等
価
係
数
に
よ
り
換
算
し

た
量
）
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■横山　勝利

置賜広域行政事務組合　千代田クリーンセンター所

長（建設工事監督者）。

置賜広域事務組合は、昭和46年、置賜３市５町の連

帯と総合的発展のために設立。し尿・ごみ処理の共

同処理をはじめ、「養護老人ホーム」の管理運営、全

国に先駆けたコンピューターによる行政事務の共同

処理、置賜広域市町村圏計画の策定等を行っている。

平成６年９月に「地方拠点都市地域の整備及び産業

業務施設の再配置の促進に関する法律」（地域拠点

法）の指定を受け、現在は計画に基づく事業を実施

している。また、平成７年３月には「個性的で活力

ある広域行政圏」として全国８圏域の一つに選定さ

れ、自治大臣表彰を受けた。

ごみ処理
●　
「
安
全
」

「
安
全
」と「と「
循
環
」、
廃
棄
物
焼
却

循
環
」、
廃
棄
物
焼
却
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